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１．登録事業所の概要 
 
(1) 事業者名及び代表者氏名 

ミリオンテック合資会社 
代表 鶴丸 彰紀 

 
(2) 所在地 

本社        〒961-0971 福島県白河市昭和町 69-6 

      白河工場      〒961-0076 福島県白河市五番町川原 1-1 

      資材倉庫；（那須ストックヤード 〒325-0001 栃木県那須郡那須町高久甲 2692） 

 

(3) 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先 
環境管理責任者 鶴丸 彰紀 
担当者     鶴丸 彰紀 
連絡先 電話：0248-31-2813  FAX：0248-31-2812 

 
(4) 事業内容（認証・登録の範囲：全組織全事業活動） 

電気部品卸売業・各種バッテリー及び周辺装置の販売・バッテリー再生事業 
 

 

(5) 事業の規模 
売上高      3,839 万円（2022 年度） 
従業員      4 名 
事業所延べ床面積 490 ㎡（本社約 20 ㎡+白河工場 170 ㎡+那須ストックヤード 300 ㎡） 
 
 

(6) 組織図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※那須ストックヤード 
；資材倉庫(無人)

社長 
（環境管理責任者） 

 

白河工場 
；技術部・修理再生業務 

本社 
；営業部・経理・総

務業務 
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２．環境方針 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

環 境 方 針 

<基 本 理 念> 

当社は、バッテリーの修理・再生技術を主軸に「バッテリーのワンストップサービス」を実現し

ます。法人工場を主としたサービスを展開し、リユースを推進します。 

バッテリーの早期の買い換え（＝廃棄）は、資源の無駄だけでなく、正規のリサイクル時にも

鉛等を溶かす熱量（＝CO2の発生）などの環境負荷にもつながり、更にはコストの負担増加にも

なっています。今まで、弱ったら買い替えるしかなかったバッテリーの修理・再生による再使用を

推進することで「使える資源は最後まで使ってからリサイクルする」エコにつながります。 

このリユースとリデュースの推進を実施する事を当社の基本理念と致します。 

 

<行動指針> 

当社は、基本理念の実現に向け、日頃の事業活動のなかでも環境保全に配慮して行動する

ことが経営の重要課題の一つとしてとらえ、次の行動指針を定めます。 

 

１． 事業活動に伴う環境負荷を低減し、環境への影響を最小限にとどめるため、次の取組を

行います。 

① 二酸化炭素排出量の削減 

② 水使用量の削減 

③ 廃棄物の排出量の削減 

 

２． エコアクション２１の取組により、環境への取組みの継続的な改善を図ります。 

 

３．事業活動において適用される環境法規制等を遵守します。 

 

４．環境教育・訓練の実施により、全ての構成員に環境方針を周知徹底すると共に、環境保全に  

    関する意識を高め、社内における環境保全状況の知識・認識の向上を図ります。 

 

５．環境方針等、必要な情報を開示します。                           

制定日:2009 年 5 月 15 日 

                             改定日：2020年 8月 1日 

                           ミリオンテック合資会社 

                         代表取締役社長 

鶴丸 彰紀  
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３．環境目標とその実績とその評価及び中期目標      2023 年 10 月 22 日 鶴丸 
 

年度   

   項目 

2012 年度 
（基準年度） 

2022 年度 2022 年度 
評
価 

2023 年度 2024 年度 
（目標率） 
目標値 

（実績） 
(目標率) 
目標値 

(目標率) 
目標値 

二酸化
炭素排
出量の
削減 

電力使用量 

(工場移転 2016 年

度使用量を新基準

として削減する) 

kWh 

(工場移転
の 2016年を
基準) 

15,868 

 

▲4.0% 

15,233 13,880 ○ 

 
▲4.5％ 

15,154 

 
▲5％ 

15,075 

ガソリン使用量 ㍑ 
(2012 年) 

2,328 

▲5％ 
2,212 1,962 〇 

▲5.5％ 

2,200 

▲6％ 

2,188 

軽油使用量 ㍑ 
(2012 年) 

2,688 

▲7.5％ 
2,486 982 ○ 

▲8％ 

2,473 

▲8.5％ 

2,460 

灯油の使用量 

（高齢者対策の

暖房器具導入で

2016年の新基準） 

㍑ 

(工場移転
で暖房器具
導入 2016年
を基準) 

1,392 

 
▲3％ 

1,350 931 
 
〇 

 
▲3.5％ 

1,343 

 

 
▲4％ 

1336 

 

二酸化炭素排出量 kg-CO2 
(2012 年) 

19,804 

▲4% 

19,012 15,788 ○ 
▲5% 

18,814 

▲6% 

18,616 

水使用
量 

の削減 
水使用量 ㎥ 

(工場移転
の 2016 年
基準) 

245 

 
▲4％ 
235 159.6 〇 

 
▲5％ 

233 

 
▲6％ 

230 

廃棄物
の排出
量の削

減 

廃棄物排出量 kg 
(2012 年) 

370 

 

 

 

▲18.5％ 

305.3 

0 ○ 

▲20% 

296 

(但し別

途、特管

産廃 4.5t

排出予定

あり) 

▲20％ 

296 

(300kg/

年以下の

維持を目

標とし分

部徹底) 

自 ら 提

供する 

サービ

ス 

バッテリーの 
修理量を増やす 

ｔ 7.5 

 

＋10% 

8.25 
14.53 〇 

 

+15% 

8.7 

 

+20% 

9.0 

 

※ 化学物質の取扱はありません。 
※ 二酸化炭素排出係数 白河 0.522(kg-CO2) ※令和 2年 9月 15日環境省発表、東北電力実排出係数。（東北電力） 
※ 二酸化炭素排出係数 那須 0.468(kg-CO2) ※令和 2年 9月 15日環境省発表、東京電力実排出係数。（東京電力ｴﾅｼﾞｰﾊﾟｰﾄﾅｰ） 
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４．活動計画と活動評価と次年度の活動 
対象期間(2022 年 7 月～2023 年 6 月)までの目標とその実績についての計画と評価 

取り組み項目 活動評価 次年度の活動 

二酸化炭素

排出量の削

減 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
電力の省エネ 
・エアコンの設定温度遵守 
（冷房 27℃、暖房 21℃） 

 

⇒意識付けとして、冷房

28℃、暖房 20℃をシール化

して掲示。 

 
・工場照明の LED 化 

・不要な照明点灯削減 

・機器省電力設定の徹底 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・電気使用量及び二酸

化炭素排出量について

目標達成をした。 

 

・省エネ活動としては、

日々の活動はできてい

る。 

 

白河工場は昨年度より

+1％で微増だが、対基準

年では▲26％と大きく

削減できている。 

 

那須ストックヤードは、

昨年度より更に▲13％

削減できており、対基準

年では▲42％削減。 

 

実際に白河工場及び那

須ストックヤードとも

に（白河工場移転後の

2016 年度目標を）大き

くクリアしている。 

 

※但し昨年に提起した

が、「本社」の電力削減

ができていない。 

前年比；▲0.7％ 

基準年比；＋58％ 

 

基準年に対して大幅に

オーバーしている。但し

これについては原因が

明白で、本社の「オール

電力化」が原因。 

住居共用を含めた按分

で算出されているため、

■白河工場及び那須ストックヤ

ードの電力においては大幅な削

減ができている。 
① 白河工場において各部 LED

化や、天井照明（水銀灯）の

不使用も達成できている。 
次年度も活動を継続する。 

② 那須ストックヤードについて

は、現在は倉庫だけで通常は

無人であり、必要に応じての

フォークリフトの補充電など

抑制ができている。 
③ 先期行った那須ストックヤー

ドでの作業時間を「昼間に限

定する」についてはもともと

作業日数がほとんどないため

に 100v は使用しなかった。

しかしフォークリフトの充電

頻度まで落ちてしまい、フォ

ークリフトの充電頻度が下が

り、フォークリフトのバッテ

リーの調子を悪くしてしまっ

たことを反省。補充電方法な

ど含めた再度見直しを実施

中。 
④ 昨年度に実施した、小規模な

がら太陽光発電パネルによる

補充電化の検討・試作につい

ては、製作はしたものの日照

時間や設置場所への落葉など

による影も影響して、太陽光

パネルによる補充電とするに

は電力が大きく不足する結果

になってしまった。 
今期は太陽光だけに限らず、

改善を目指す。 
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（電力） 従来はガスなどで賄わ

れていた分がすべて電

気利用になったため増

加している。 

ガス等については、従来

より事務所のため計算

上の使用実績は無かっ

た分が、オール電化化し

たことで電気量に反映

してしまう） 

 

・全体では電力量は十

分な削減の達成ができ

ているため、現在実績の

推移の見直しを実施中。 

＜次年度の活動＞ 

① 「水銀灯使用ゼロ対策」 

白河工場の「既存の水銀灯」

を極力使わないようにする

『LED照明化』をすすめる。 

② 那須ストックヤードの「バッ

テリーメンテナンスにおける

充電・放電の効率化」（太陽

光パネルの改善及び他方法も

含め検討する。 

エコドライブ 
・エコドライブ 10 の実施 

・目標は十分に達成で

きている。 

営業ボリュームの増加による営

業車の使用が増え、逆にトラック

の稼働量が減っている。昨年度と

同じ状況でガソリンの使用量が

増え、軽油が減った。 

さらなるエコドライブの再徹底

を行う。 

灯油の削減 
・こま目に消す 

・2016年度基準年 

1392L→931L(▲33%) 

適正な活動を行うこと

ができた。 

（従業員の高齢者に対

する職場環境改善の必

要性から作業場の暖房

設備は必須） 

 

⇒灯油は「暖房にのみ使用」する

ため温度設定を上げすぎないこ

とや、不要時にはこまめに消すな

どの省エネ徹底を行っている。 

★次年度は従業員が増加したこ

とにより、暖房使用量が増えるこ

とが懸念される。従来より継続

で、使っている「灯油使用量の見

える化」を再度徹底する。 

 
 
水使用量の

削減 
 

 

・節水呼びかけ 
・節水表示 
・屋外清掃のタイミングの

見直し（雨天後などを有

効利用する） 

・工場前面広域の清掃

日を雨天の翌日にする

など水の節約の工夫が

できている。 
白河工場のトイレ内に

も「音姫」設置を実施し

た。 

弊社は製造などに水を使わない

ので、日常使いや掃除のときの節

水を主に継続する。） 
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廃棄物排出

量の削減 

一般廃棄物の削減 
・ 分別の徹底 

 
コピー用紙の削減 
・両面コピー・縮小コピー

の活用 
・社内文書の削減 

・今期はゴミ排出量

が０で、処分ができ

なかった。 
→諸事情により（従

業員の入替わり等）

でクリーンセンター

への排出ができなか

った。（次年度の排出

が増えてしまう予

定） 
「捨てればごみ、分け

れば資源」の意識付け

は徹底できている。 

「分別の徹底」ができるように

なっており、これを継続する。 
・可燃ごみ分の分別（紙類・プ

ラスチック類のリサイクル業者

への引き渡し＝有価物化＝地元

子供会などへの寄付）を意識付

け。不燃ごみ内の金属・樹脂の

分別の徹底を意識し、発生量を

削減する。 
・但し昨年実施できなかった事業

系ごみの排出とともに、産廃の排

出を予定している。分別による減

量を徹底する。 

自ら提供す

るサービス 

 

 
 
バッテリー修理量を 
増加をさせる 

環境活動に謳う弊社

事業の環境への貢献

として、営業時の

「バッテリー買い替

えではなく修理へ」

の意識づけを徹底で

きた。 
 

営業活動時の意識づけと、顧客

への「早めの対策」の意識づけ

を行い、修理不可能なまでに壊

れる前に修理受注を受けるよう

にする。 
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【代表者による見直し】 
◆削減目標は全項目で達成できており、評価は◎である。但し近年で工場の移転や、本社事務所の移転

の影響で、目標値の見直しを含め再検討をしている。特に 2019年度の途中で行った本社（事務所）

の移転において、オール電化の建屋になったことで、本社電力の増大（過去はガス併用だった事務所

が、オール電化になったことによる増加についての目標設定の対策が不十分だった。現在の使用量

の経緯を測り今後の適正な目標設定を改めて検討が必要と昨年度に提起、この 3 年の実績をもとに

見直しを検討中。） 

◆売上げ額は、コロナ禍が過ぎたこともあり順調に回復してきた。 
◆近年の政界情勢の悪化において、無駄なコストのコストダウンを望むユーザーが多く発生している

ため、バッテリーの修理再生のニーズは深まっていると考え、更に営業に注力していく。また非対面

やバッテリーの遠隔監視などの施策を進めているため、今後の研究開発も進める。 
 

＜良かった点＞ 

◆工場サイドの「照明の LED 化の推進」と「水銀灯使用 0 の取り組み」が順調に進み、ほとんどの場

所のＬＥＤ化ができた。 

⇒LED化に伴い無駄な電力の削減にはつながるが、照明位置が水銀灯よりも低くなったことで、従来は

照らされていた局所の「暗くなってしまった場所」が不便になっている部分を改善が必要になった。

今期は２Ｆ倉庫部分の LED を増設。スイッチを１Ｆ物置にも設置して、使用しないときのＯＦＦを

徹底できている。今後も暗所への対策は実施していき、工場全体を照らす水銀灯を全く使わないで

も問題がない環境へ進めていく必要がある。 

 

◆今期もリサイクル施設への見学を従業員とともに実施したことで、分別の必要性と種別を細かく分

けることへの意識付けができた。 

 

<悪かった点＞ 

◆廃棄物の排出ができなかった。もともと排出するごみが非常に少ないため（年間３～４００kg 程度）、

年に 2 回程度の頻度でクリーンセンターなどに自社トラックでの排出をしているが、今期は諸事情

により持ち込みが一度もできず、社内で保管状態のまま年度をまたいでしまった。この分が次年度

に排出となる予定のため、分別を再徹底する。 
◆昨年同様、本社（事務所）移転によるオール電化が明確になってきた。（従来使っていたガス使用分

がなくなることで、電力量のアップ。事務所ではガスは未使用だが、按分による電気使用力の増加を

視野に入れていなかった。）白河工場と那須ストックヤードでは削減できている。 
 

環境方針の変更（不要） 

環境目標及び計画活動の変更（不要） 

実施体制（不要） 

その他のマネジメントの変更（不要） 

 

                     2023年 11月 27日 代表取締役社長 鶴丸 彰紀  
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5．環境関連法規制等の遵守状況 
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。 

法 規 名 該当する項目 
廃棄物処理法 事業系一般廃棄物 
家電リサイクル法 ＴＶ、エアコン、冷蔵庫 
自動車リサイクル法 トラック、乗用車 
福島県生活環境の保全

等に関する条例 
第 48 条；地下水等の汚染の防止に関する規制等 

環境関連法規制等の遵守状況は、定期評価の結果、環境法規制等の逸脱はありませんでした。 
また、過去５年間にわたって違反や訴訟も 1 件も発生していません。    


